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市制施行50周年を迎えた平成11
年に行った「環境保全都市宣言」。
多くの市民に環境への意識を高
めてもらおうと制作したものです。
モチーフは「水」「森」「人」「雪」 

「環境にやさしいまち新庄」の 
シンボルマーク 



今年44社目の企業が進出する新庄中核工業団地 雪に強いまちづくり（駅前通りの無散水消雪歩道）
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保
全
都
市
宣
言
を
行
い
、全
国
に
先
が
け

て
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
き
て
お
り
ま
す
。昨
年
は
、国
か
ら

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」の
指
定
を
受

け
る
な
ど
、新
た
な
分
野
に
お
い
て
も
大

き
な
前
進
を
見
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、わ
が
国
の
情
勢
は
、少
子
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、経
済
の
低
成
長
化
な
ど

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
の

た
め
、国
に
お
い
て
は「
地
方
分
権
」や

「
三
位
一
体
の
改
革
」と
い
っ
た
行
財
政

改
革
を
当
面
の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、そ
の
推
進
に
大
き
な
力
を
注
い
で
お

り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、昨
年
の
郵
政
民

営
化
に
端
を
発
し
た
衆
議
院
の
解
散
総

選
挙
に
お
い
て
多
く
の
国
民
の
支
持
を

得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、さ
ら
な
る
改
革
の

推
進
が
望
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
地
方

自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
れ
ま
で

以
上
に「
官
か
ら
民
へ
」「
中
央
か
ら
地
方

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、日
ご
ろ
よ
り
市
政
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
新
庄
市
を
振
り
返
り

ま
す
と
、日
本
一
の
山
車
パ
レ
ー
ド「
新

庄
ま
つ
り
」が
二
百
五
十
年
の
節
目
を

迎
え
た
こ
と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
つ
り
は
、例
年
よ
り
一
日
長
い
四
日
間

に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
、大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。特
に
、最
終

日
の
記
念
パ
レ
ー
ド
で
は
、久
々
に
仁
田

山
・
萩
野
鹿
子
踊
が
街
な
か
で
演
舞
さ

れ
、「
復
活
け
ん
か
囃
子
」が
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
な
ど
、強
く
記
憶
に
残
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。観
客
動
員
は
五
十
四

万
人
を
記
録
し
、ま
さ
に
、市
民
パ
ワ
ー

が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
四
日
間
で
し
た
。

　

ま
た
、本
市
は
、平
成
十
一
年
に
環
境

へ
」と
い
っ
た
大
き
な
改
革
の
流
れ
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、そ
の
一
つ
一
つ
を
着

実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、私
の
使
命

は
、そ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
新
た
な
地
域
社
会
の
シ

ス
テ
ム
を
築
き
上
げ
、「
た
く
ま
し
い
故

郷
」の 
礎 
を 
磐
石 
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

い
し
ず
え 

ば
ん
じ
ゃ
く

と
に
あ
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、大
胆

か
つ
繊
細
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
、年
頭
に
あ
た
り
、そ
の
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
だ
れ
も
が
生
涯
に
わ
た
り
安
心

し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
新
庄
市
、す
な

新
年
を
迎
え
て新

庄
市
長　

高　

橋　

榮
一
郎

市民パワーが発揮された新庄まつり250年祭市民パワーが発揮された新庄まつり250年祭
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に
よ
る「
協
働
」を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
行
財
政
改
革
を
強
力
に
進
め
、

多
様
な
実
施
主
体
に
よ
る
大
き
な
サ
ー

ビ
ス
と
職
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上
と

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
小
さ
な
市
役
所

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
雪
】

　

機
械
除
雪
・
流
雪
溝
・
無
散
水
消
雪
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
、だ
れ
も
が
住
み
や

す
い
雪
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
ま
ち
な
か
】

　

中
心
市
街
地
の
利
点
を
生
か
し
、人

や
情
報
の
集
積
度
の
高
い
、に
ぎ
わ
い
感

や
非
日
常
的
な
刺
激
の
あ
る
街
の
再
生

を
目
指
し
ま
す
。

【
起
業
・
雇
用
】

　

情
報
技
術
産
業
な
ど
の
企
業
誘
致
と

バ
イ
オ
マ
ス
・
環
境
産
業
な
ど
の
起
業
・
新

分
野
進
出
企
業
へ
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
業
務
の
民
営
化
や
指
定
管
理

者
制
度
な
ど
に
よ
り
民
間
へ
の
移
行
を
進

め
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
雇
用
を
創
出
し

ま
す
。

【
農
業
】

　

日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て
、安
全

で
安
心
な
農
産
物
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、地
産
地
消
や
多
様
な
農
畜
産

わ
ち
私
の
政
治
信
条
で
あ
る「
い
い
人 

い
い
街 
い
い
暮
ら
し
」を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
的
な
方
向
と
し
て
、昨
年
十

一
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

次
の
八
つ
の
項
目
を
重
点
施
策
に
掲
げ

ま
し
た
。

【
協
働
・
改
革
】

　

市
民
団
体
や
企
業
の
主
体
的
な
参
加

物
の
生
産
を
振
興
し
、所
得
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

【
教
育
】

　
「
確
か
な
学
力
」を
形
成
す
る
学
校
教

育
の
充
実
と
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
は
ぐ
く
む「
豊
か
な
心
」の

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

【
福
祉
・
医
療
】

　

生
ま
れ
、育
ち
、老
い
る
ま
で
、市
民
の

だ
れ
も
が
明
る
く
豊
か
に
暮
ら
せ
る
安

定
的
な
福
祉
施
策
を
、医
療
・
福
祉
・
健

康
づ
く
り
の
輪
に
よ
り
構
築
し
ま
す
。

【
環
境
】

　

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
た
運
動
を
展
開

し
、資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

国
も
地
方
も
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
く
今
日
に
お
い
て
は
、取
り
組
む
べ
き

施
策
の
選
択
と
重
点
化
を
図
り
、一
つ

一
つ
確
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。各
分
野
に
お
い
て
一
歩
で
も
前

進
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

今今年44社目の企業が進出する新庄中核工業団地今年44社目の企業が進出する新庄中核工業団地 雪に強いまちづくり（駅前通りの無散水消雪歩道）雪に強いまちづくり（駅前通りの無散水消雪歩道） 市民パワーが発揮された新庄まつり250年祭
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環
境
課
は
、ご
み
・
公
害
問
題
に
関
す
る

業
務
な
ど
を
行
う
環
境
保
全
室
と
、消
防
・

防
災
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
行
う
消
防
交

通
室
の
二
室
十
五
人
体
制
で
す
。

○
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？

【
環
境
保
全
室
】

　

主
に
、ご
み
処
理
・
公
害
・
鳥
獣
保
護
・
自

然
環
境
に
関
す
る
こ
と
、火
葬
場
・
公
衆
便

所
の
管
理
、環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の「
環
境
」

に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。近
年
の

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
う
ご
み
の
増
加
や

公
害
苦
情
の
発
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
し
て
い
ま
す
。生
ご
み
の
資
源
化
、ご

み
減
量
、環
境
美
化
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま

と
連
携
し
な
が
ら
環
境
に
や
さ
し
い
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
消
防
交
通
室
】

　

消
防
・
防
災
や
、防
犯
・
交
通
安
全
・
交

通
災
害
共
済
に
関
す
る
こ
と
を
主
な
業
務

と
し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
や
関
係
機

関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
、市

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
幅
広
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

市役所の仕事

環境課  編

親
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
地
元
住
民
で

構
成
さ
れ
た
団
体
を
指
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、管
理
業
務
に
関
す
る
協
定
を

そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
、四
月
か
ら
市
が
作

成
し
た
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
業
務

を
行
う
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し

ま
す
。

児
童
館
の
管
理
運
営
は

地
元
で

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
う
ち
市
民
球

場
・
武
道
館
・
市
民
ス
キ
ー
場
の
三
施
設

と
、火
葬
場
で
は
、こ
れ
ま
で
も
警
備
・

清
掃
な
ど
の
補
助
的
な
業
務
は
委
託
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
で
、火
葬
を
除
く
使
用
許
可
や

施
設
の
維
持
・
管
理
・
運
営
を
含
む
業
務

全
般
に
わ
た
り
、指
定
管
理
団
体
が
受

け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、十
月
に
公

募
を
行
い
、選
定
委
員
会
で
の
審
議
を
経

て
十
二
月
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
野
児
童
セ
ン
タ
ー
と
升
形
児
童
館

は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、公
募
は
行
わ
ず
、母

シリーズ  新しい市役所づくり

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
運
営
に
向
け
て

指
定
管
理
者
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
し
ま
す

市
は
、行
財
政
改
革
大
綱
に
定
め
た「
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
多
様
化
」を
進
め
る
た
め
、

民
営
化
、民
間
委
託
、指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
議
会
に
お
い
て
新
た
に
指
定
管
理
者
が
議
決
さ
れ
、

今
年
四
月
か
ら
は
、新
た
に
六
つ
の
公
共
施
設
が
地
域
団
体
な
ど
に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
ま
す
。

職場
紹介

新たに指定管理者制度に移行する施設

平成18年度から平成17年度まで施設名

新庄市施設振興公社
（公募による）

新庄市施設振興公社へ
業務委託

①市民球場
②武道館
③市民スキー場

㈱ヌマザワ
（公募による）

新庄市施設振興公社へ
業務委託

④火葬場

萩野児童センター管理委員会
（地元管理）

市直営
⑤萩野児童
　センター

升形児童館管理委員会
（地元管理）

市直営⑥升形児童館

市民球場
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協働のまちづくり

○
環
境
課
か
ら
の
お
願
い

【
灯
油
も
れ
に
注
意
】

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
の
灯
油
漏
れ
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
】

　

缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
わ
が
家
の
防
災
対
策
】

　

大
型
の
家
具
や
家
電
は
、倒
れ
な
い
よ
う

に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
し
っ
か
り
止
ま
っ
て 
は
っ
き
り
確
認
】

　

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、人
も
車

も
自
転
車
も
、交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　わたしたち「新庄最上環境会議」は、“きれいな水は汚し
たくない、汚れた水はきれいにしたい”という願いのもと、平
成12年に発足した市民団体です（会員は現在33名）。
　これまでの主な活動を2つほど紹介しますと、まず、県と
民間の連携団体「美しい山形・最上川フォーラム」が主
催する「身近な川や水辺の健康診断」（県内一斉の水環
境調査）への参加活動があります。平成14年から始まっ
たこの調査へは、今年で4回目となる連続参加です。活動
内容は、新庄・最上地域を流れる泉田川、指首野川、中
の川、升形川、新田川、小国川での20カ所における水質
調査と河川環境調査です。水環境の改善は難しい問題
ですが、今後もねばり強く取り組んでいきたいと思ってい
ます。
　もう一つは、
井戸水の調査
活動です。毎
年開催されて
いる「もがみ大
産業まつり」の
ときに、会場で
井戸水の水質
検査を呼びかけ5年連続で実施し、これまで282件につい
て検査しアドバイスしてきました。検査結果は、平成16年
の事例で紹介しますと、受付検体数42件、そのうち異常
値を検出したものは、硝酸態窒素1検体（環境基準値を
オーバー）、リン酸態リン1検体（通常、井戸水では検出さ
れても微量）、pH 9．5が1検体（井戸水は弱酸性が多い
中、強アルカリ性）、大腸菌検出2検体というものでした。
　このような水質調査活動には、労力はもちろん費用も
多くかかります。（財）河川環境管理財団をはじめ、企業な
どの助成事業の認定を受け、支援をいただきながら活動
を続けています。また、昨年から湧き水の調査活動も始め
ました。これまで、新庄・最上地域にある有名無名の湧き
水20数カ所を探訪しました。これからも、さらに調査地点を
増やしていきたいと思っています。
　生命の根源である“水”の調査は、夢とロマンあふれる
楽しい活動です。あなたもわたしたちと一緒に活動してみ
ませんか。
◎新庄最上環境会議�22-3480
※このコーナーでは、公益（＝社会貢献）をめざし活動して
いる市民団体の取り組みを紹介しています。

水質調査活動で
水環境の浄化を

新庄最上環境会議
（代表・東海林貫治さん）

公益
活動

　

ま
た
、指
定
管
理
者
は
管
理
業
務
の

実
施
状
況
、利
用
状
況
、使
用
料
や
管
理

経
費
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
事
業
報
告

書
を
ま
と
め
、年
度
ご
と
に
市
長
に
提

出
し
ま
す
。

適
切
な
管
理
運
営
を
確
保

　

制
度
移
行
後
は
、市
は
、指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
業
務
が
条
例
や
事
業
計
画

書
の
内
容
に
沿
っ
て
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、管
理
者
の
自
主
性

に
配
慮
し
な
が
ら
指
導
し
ま
す
。さ
ら

に
、改
善
が
必
要
な
場
合
は
市
が
指
示

し
、指
定
管
理
者
は
こ
れ
に
従
っ
て
改
善

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
協
働
」に
よ
り

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に

　

こ
れ
か
ら
市
は
、順
次
、生
涯
学
習
施

設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、生
涯
学
習
と
い
う
観
点
か
ら

市
民
に
よ
る
主
体
的
な
学
習
の
た
め
、

皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
う
か
が
い
、地

域
活
動
や
市
民
団
体
の
育
成
を
図
り
な

が
ら
、市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

●民間活力の活用による市民ニーズに対応し

た柔軟なサービスの提供

●協働による管理運営を通じた市民活動の活

性化

●雇用機会の創出

●施設維持管理の効率化

指定管理者制度活用の効果
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■扶養手当・住居手当・通勤手当の状況（17年4月1日現在） （月額）

通　勤　手　当住　居　手　当扶　養　手　当

交通機関利用（限度額）
55,000円

借家（限度額） 27,000円

配　偶　者 13,500円

一般の扶養親族は2人まで 1人につき6,000円
（扶養親族でない配偶者がいる場合 1人目6,500円）配

偶
者
以
外

の
扶
養
親
族

（配偶者がいない場合 1人目11,000円）

交通用具利用（限度額）
44,900円

　 持 家 3,000円3人目以降の扶養親族 1人につき5,000円

特定扶養親族 1人につき5,000円加算

※「特定扶養親族」とは、満16歳から満22歳までの扶養親族である子をいいます。
※「交通用具」とは、自動車・バイク・自転車などをいいます。

■■
職
員
の
勤
務
時
間

　

そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

●
標
準
的
な
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て

○
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休

日
除
く
）
○
一
日
の
勤
務
時
間　

8
時

間
（
午
前
8
時　

分
〜
午
後
5
時
）

30

●
休
暇
制
度
等
に
つ
い
て

○
年
次
有
給
休
暇
の
状
況　

平
均
取
得

日
数
8
・
9
日

■■
職
員
の
分
限
お
よ
び

　

懲
戒
処
分
の
状
況

　

分
限
処
分
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
該
当

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■
職
員
の
服
務
の
状
況

　

服
務
義
務
違
反
に
よ
り
処
罰
さ
れ
た

事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
に
は
、
地

方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
次
の
よ
う

な
職
務
上
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○
法
令
等
及
び
上
司
の
職
務
上
の
命
令

に
従
う
義
務
○
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

○
秘
密
を
守
る
義
務
○
職
務
に
専
念
す

る
義
務
○
政
治
的
行
為
の
制
限
○
争
議

行
為
等
の
禁
止
○
営
利
企
業
等
の
従
事

制
限

■■
職
員
の
研
修
お
よ
び

　

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

●
研
修
の
状
況

　

山
形
県
市
町
村
職
員
研
修
所
で
専
門

的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
、
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

　

昇
給
時
期
に
勤
務
成
績
の
評
定
を
行

■特別職の報酬等の状況（17年4月1日現在）

報　　　　酬給　　　　料区　分

議　員副議長議　長収入役・教育長助　　役市    長
月　　額

370,000円395,000円448,000円590,000円700,000円920,000円

合　計12月期6月期
期末手当

3.3月分に40％加算月額×1.4×1.7月分月額×1.4×1.6月分

※16年度から期末手当は、上記の計算式により算出された額から、市長は77％、助役は46％、収入役・教育長は31％、市議会議員は20％を
それぞれ減額しています。

■退職手当の状況（17年4月1日現在）

その他の加算措置最高限度額
支　　給　　率

区　分
勤続35年勤続25年勤続20年

�定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
�退職時特別昇給1号給（20年以上勤続者）

59.28月 分47.5月 分33.75月 分21.0月 分自己都合

59.28月 分59.28月 分42.12月 分27.3月 分勧奨・定年

※16年度の平均支給額は2,763万2千円です。

■期末・勤勉手当の状況（17年4月1日現在）

計勤勉手当期末手当区 分

1.95月 分0.70月 分1.25 月 分6月期

2.15月 分0.70月 分1.45月 分12月期

4.10月 分1.40月 分2.70月 分計

※期末手当は市独自削減（0.3月分）後の支給割合です。

■時間外勤務手当の状況（16年度一般会計決算）

職員1人当たり支給年額支給総額区 分

15万3千円5,796万7千円16年度

18万4千円7,034万3千円15年度

※選挙事務従事者の時間外勤務手当を含みます。

本市の職員給与等と人事行政の運営等の概要をお知らせします。
新庄市職員の給与は、国・県に準拠して、市議会の審議を経て市条例で定められています。
財政再建を進めるため、市独自の人件費削減対策として、市長など特別職の手当の削減、職員の管理職手当と期
末勤勉手当の減額を行っています。また、17年度の職員数は378人、前年比15人の減員となっています。
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い
ま
す
。

○
評
価
対
象
職
員　

3
7
8
人

■■
職
員
の
福
祉
お
よ
び

　

利
益
の
保
護
の
状
況

●
福
利
厚
生
制
度
に
関
す
る
状
況

○
定
期
健
康
診
断
受
診
者　

3
3
7
人

●
公
務
災
害
補
償
制
度

○
加
入
団
体　

地
方
公
務
員
災
害
補
償

基
金　

○
災
害
件
数　

2
件

●
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の

状
況

○　

年
度
末
継
続
件
数　

1
件

15
○　

年
度
中
要
求
件
数　

0
件

16
○　

年
度
中
処
理
件
数　

却
下
0
件
・

16
判
定
1
件

○　

年
度
末
継
続
件
数　

0
件

16
○
処
理
状
況
／　

年
9
月
8
日
・
棄
却

16

1
件

○
要
求
事
項
／
給
与
関
係

※
職
員
か
ら
給
与
・
勤
務
時
間
な
ど
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
が

あ
っ
た
場
合
に
、
審
査
・
判
定
を
行
い
、

要
求
が
適
当
な
も
の
と
判
定
し
た
場
合

に
は
、
必
要
な
勧
告
を
行
い
ま
す
。

●
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し
立

て
の
状
況

　

不
服
申
し
立
て
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
職
員
か
ら
懲
戒
な
ど
の
意
に
反
す
る

不
利
益
な
処
分
に
つ
い
て
不
服
申
し
立

て
が
あ
っ
た
場
合
、
審
査
を
行
い
、
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
処
分
の
取
り
消
し
な

ど
を
行
い
ま
す
。

市職員の給与・ 人事行政の公表

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（17年4月1日現在）

20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満区　　分

392,100円333,000円290,000円大学卒
一般行政職

325,000円286,600円240,000円高校卒

306,200円263,800円222,600円高校卒技能労務職

※経験年数とは、原則として採用後の年数をいいます。

■初任給の状況（17年4月1日現在）

国新   庄   市
区　　分

採用2年経過後初　任　給採用2年経過後初　任　給

184,400円170,700円184,400円170,700円大学卒
一般行政職

148,500円138,800円148,500円138,800円高校卒

145,500円136,000円143,300円134,400円高校卒技能労務職

■平均給料月額及び平均年齢の状況（17年4月1日現在）

山　形　県新　庄　市
区    分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

42歳8月364,800円45歳362,500円一般行政職

41歳10月335,000円48歳10月362,400円技能労務職

■人件費の状況（16年度一般会計決算）

住民基本台帳人口（年度末）  40,894人

142億7,715万円歳出額（A）

32億6,907万4千円人件費（B）

22.9％人件費率（B／A）

23.3％（参考）前年度人件費率

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を
含みます。

■給与費の状況（17年度一般会計当初予算）

358人職　員　数（A）

15億6,044万3千円給料
給　

与　

費

1億4,839万3千円職員手当

5億6,711万8千円期末勤勉手当

22億7,595万4千円合計（B）

635万7千円職員1人当たり給与費（B／A）

※特別職・企業会計などを除きます。職員手当には退職手当は含みません。

■一般行政職の級別職員数の状況（17年4月1日現在）

8級7級6級5級4級3級2級1級区　　　分

課 長
主 幹

室 長
担当主査主　査主 任主 事

技 師
主事・主事補
技師・技師補標準的な職務内容

285548163327103職員数（人）

12.725.021.87.315.012.34.51.4構成比（％）

13.225.620.96.015.412.05.61.31年前の構成比（％）

■職員の任免及び職員数

15年度16年度17年度区　分

397人393人378人職 員 数

3人1人0人採用者数

5人15人―退職者数

※企業会計などを含みます（教育長を含む）

■ラスパイレス指数の状況（4月1日現在）

15年16年17年区　分

97.795.995.4新 庄 市

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100とした場合の水準を表しています。17年において
市は県内13市のうち9番目です。（一般行政職）

■■■■



台北101ビル（世界最高層／509ｍ）展望台
にて（左が齋藤さん）

�

　この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの普

及広報事業費を財源として、地域のコミュニティ（地域社

会）活動に助成を行うものです。このたび、東本町町内会

が助成を受けて事業を実施しました。

　17年度は今回を含め、6つの町内会などからコミュニ

ティ助成事業への申請があり、総額1,100万円の活動助成

を行いました。

【東本町町内会】

●助成対象

　文化学習活動

（印刷機） 、お祭り

用備品（発電機） 、

除雪機の整備

●助成額

　210万円

※コミュニティ助成事業を実施したい自治会・町内会など

は、市にご相談ください。

◎詳しくは、政策経営課企画政策室へ。�内線242

　大腸がんは、食生活の欧米化により増加傾向にありま
す。平成16年人口動態統計での死亡率は、大腸がん・胃
がんともに、山形県が全国第2位と高くなっています。
　大腸がんのできやすい部位は、肛門近くの直腸とその
上のS状結腸で約70％を占めます。症状は、血便が最も
多く、便秘、下痢、残便感、便が細くなる、お腹が張る場
合がみられるときもあります。
　血便の症状が多いことから、集団検診では便潜血反応
検査を実施しています。平成16年度の市の大腸がん検診
受診数は4，232人で、そのうち75人からがんやポリープ
などが発見されています。早期がん（粘膜下層がん）の段
階で見つかれば完治する割合が高いので、大腸がん検診
で陽性のときは精密検査を必ず受けましょう。
　原因としては、脂肪の取り過ぎにより発がん性物質が
生まれやすいこと、便秘によって発がん性物質が排出さ
れにくいことなどが考えられます。予防法としては、①豆
類を中心に食物繊維の多い和食中心の食事をとる。繊維
の多い食品は、穀類、芋類、きのこ、海藻、野菜など、②
スムーズなお通じのため、適度な運動や水分補給、我慢
せずトイレに行きリズムを整える、などに気をつけましょう。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。�内線513～516

まちづくり 健康メモ

和食型の食生活で大腸がん予防！平成17年度
コミュニティ助成事業

～宝くじの助成金で整備しました～

　プライバシー保護意識の高まりを受けて、平成15年に個人情報保護法が制定されました。
新庄市でも、昨年4月に個人情報保護条例を施行し、個人情報が本来の利用目的以外に
使われることがないよう適正な取扱いについて定めています。
　市には、次のとおりの個人情報ファイル（個人情報を記録した文書やデータ）があります。
これらの個人情報は、法令などで閲覧の定めがあるものを除いて、自分の個人情報以外は
知ることができないよう条例で保護されています。条例に基づき個人情報の項目を公表します。

市の個人情報ファイルは保護されています

家屋図面水道料金システムデータファイル住民記録データファイル 
農家・不動産・営業台帳戸籍簿・除籍簿・改製原戸籍・戸籍附票等住民税データファイル
営農飲雑用水使用料金徴収簿狂犬病予防法『飼養犬登録原簿管理システム』固定資産税データファイル 
農業集落排水使用料金徴収簿交通遺児名簿軽自動車税データファイル
農業集落排水使用者家族台帳新庄市交通災害共済見舞金受付簿課税状況データファイル
新庄もがみ農業協同組合口座振替一覧表新庄市交通災害共済見舞金一覧表収納管理データファイル
農業集落排水分担金徴収台帳新庄市消防団員名簿滞納整理データファイル
新庄市水田情報管理システムデータファイル被保険者台帳（診療（調剤）報酬明細書）国保税データファイル
新庄市水田情報管理台帳医療受給者台帳（診療（調剤）報酬明細書）口座管理データファイル 
農家名簿国民健康保険高額療養費データ総合福祉データファイル 
緊急通報システム（やすらぎ電話）利用者台帳老人保健高額療養費データ介護保険データファイル
在介・高齢者実態把握事業用データファイル保健福祉相談記録票児童手当データファイル
心身障害者扶養共済制度加入者台帳母子保健カード健康管理データファイル
生活保護者名簿水栓所在地順明細書老人保健データファイル
精神福祉台帳新庄21地域スポーツクラブ会員名簿公営住宅データファイル
特別障害者手当等給付事業用データファイル確定申告書・市県民税申告書農業行政データファイル

※詳細は、市のホームページでもご覧になれます。　　http://www.city.shinjo.yamagata.jp/   
 ◎詳しくは、政策経営課情報統計室へ。�内線425 
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先
日
、ニ
〇
〇
五 
台
北 
国
際
旅
展
と
い

た
い
ぺ
い

う
展
示
会
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
台
北
へ

出
張
し
て
き
ま
し
た
。
台
湾
人
は
、
タ
レ

ン
ト
か
ら
温
泉
ま
で
日
本
が
大
好
き
で

す
か
ら
、
日
本
の
出
展
ブ
ー
ス
は
、
も
ち

ろ
ん
大
人
気
で
す
。
訪
日
旅
客
で
最
も

多
い
の
が
台
湾
か
ら
の
旅
行
者
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の
出
展
ブ
ー
ス
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
山
形
の
情
報
も

東
北
地
方
の
コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
特
に
目
立
っ
て
い
た
の
が
、

北
陸
地
方
。
北
陸
ブ
ー
ス
、
石
川
県
ブ
ー

ス
、
能
登
ブ
ー
ス
、
加
賀
屋
（
有
名
な
旅

館
）
ブ
ー
ス
と
、
自
治
体
か
ら
民
間
企
業

ま
で
複
数
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
て
い
ま
し

た
。
今
、
台
湾
で
は
、
北
陸
が
人
気
エ
リ

ア
の
一
つ
で
す
。
北
陸
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
は
「
雪
」
。

少
し
前
ま
で

は
北
海
道
が

大
人
気
だ
っ

た
の
で
す
が
、

も
う
北
海
道

へ
は
何
回
も

訪
れ
て
い
る

と
い
う
台
湾

人
が
多
い
の

で
す
。
台
湾
人
の
約
三
分
の
一
は
、
毎
年

海
外
へ
旅
行
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

多
く
が
日
本
へ
旅
行
し
て
い
ま
す
。
香
港

人
も
そ
う
で
す
。
日
本
は
人
口
が
減
少

し
、
そ
の
多
く
も
海
外
へ
旅
行
す
る
時
代

で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
わ
が
新
庄
。「
雪
」
だ
け
で
は

な
く
、
豪
華
絢
爛
な
「
ま
つ
り
」
も
あ
り

ま
す
。
上
質
な
「
温
泉
」
も
あ
り
ま
す
。

地
元
に
い
る
と
水
や
空
気
の
よ
う
に
当
た

り
前
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
優
れ
た
観
光
資
源

で
す
。
ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
に
は
何
回

も
乗
っ
て
い
る
訪
日
旅
客
で
も
、
山
形
新

幹
線
に
は
ま
だ
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が

多
い
で
し
ょ
う
。
香
港
や
台
湾
の
旅
行
会

社
は
、
常
に
新
し
い
日
本
の
観
光
資
源
を

探
し
て
い
ま
す
。
訪
日
旅
行
者
も
毎
年
増

え
続
け
て
い
ま
す
か
ら
、
有
力
な
観
光
振

興
策
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

「
雪
」「
ま
つ
り
」「
温
泉
」
な
ど
、
こ

れ
ら
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
を
上
手
に

ピ
ー
ア
ー
ル
す
れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
将

来
、
新
庄
へ
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
押
し

寄
せ
て
く
る
、
な
ん
て
こ
と
も
十
分
あ
り

得
る
で
し
ょ
う
。い
や
、
ぜ
ひ
そ
う
な
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　「最初に台本をもらったときは主役ではなかったんで

す。とても緊張しましたが、周りのスタッフが盛り上げ支

えてくれたので、芝居を楽しむことができました」と語る

 谷さんは、神奈川県出身で山形に来て3年目、新庄に

住んで2年目。高校の生物の教師として生徒たちを指導

するかたわら、新庄市を拠点に活動している劇団「東北

幻野」に所属。結成15周年の第22回公演で、今年入団

した新人ながら主役に抜てきされました。

　「高校時代から授業で演劇鑑賞があり演劇に興味を

持っていましたが、本格的に始めたのは大学時代にサー

クルに入ってからです。そのころは芝居に明け暮れまし

たが、卒業して教職に就いてからは、しばらく演劇活動を

休んでいました。新庄に来て知人から“東北幻野”を紹介

され、4年ぶりに舞台に立ちました。

　演劇の魅力は、表現する楽しさと人に感動を与えられ

ることだと思います。セリフ覚えが大変だったり、思った

とおりに表現できないときは悔しいですが、わたしの芝

居の基本は自分が今まで経験してきたことなので、その

高 

中から伝えることができたらと思います。台本に素直に、

感じたままに表現できたいいなと思っています。演出家

の望む姿にいかに近づけるか、互いのイメージの中から

役を作り上げていく過程や、そのやり取りから思いがけ

ない発想が生まれ、自分の新しい一面が引き出されるこ

ともあります。そして何よりも、幕が下りた瞬間のやり終

えたという達成感と、見てくれた人から“よかった、楽し

かった！”と言ってもらえることがとてもうれしいです」と

思いを語ります。

　また、新庄の印象については、｢人と人のつながりが

しっかり残っていて、コミュニケーションが密接なところ

がいいと思います。一人暮らしをして改めて感じること

ですが、人とのつながりやだれかと関係を持っているこ

とは幸せなこと。それを大切にしたいと思います。神奈

川県で生まれ育ち縁あって新庄に来ましたが、もっと新

庄や山形のこと

を知り、積極的に

新庄まつりなど

地域の活動にも

参加していきた

いと思います｣と

語る誠実な 谷

さんでした。

高 

観る人に“感動”を
 谷哲二さん（鉄砲町）高

「
雪
」「 
ま
つ
り 
」「
温
泉
」…

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

齋
藤 
仁
宏
さ
ん

（
ド
リ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ
㈱
代
表
取
締
役
）

台台北101ビル（世界最高層／509ｍ）展望台台北101ビル（世界最高層／509ｍ）展望台
にて（左が齋藤さん）にて（左が齋藤さん）
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子どもたちが大活躍！
高校生が落雪で生き埋めになったことを伝

え、救出に大活躍した子どもたちに新庄警

察署長から感謝状が贈られました。お手

柄の子どもたちは、いずれも日新小学校1

年生の、高橋悠哉くん、奥山未来さん、矢

口和佳奈さん、佐藤涙くんの4人。「屋根か

ら雪が落ちてきて高校生が見えなくなった。

すぐ助けなきゃと思った」「助かってよかっ

た」と話しました。日新小学校では「安全の

日・いのちの日」を設け、日ごろから「いのち

の教育」について指導を行っています。

泉田フェスティバル
泉田地区住民が、日ごろのさまざまな文化

活動の成果を発表する「泉田フェスティバ

ル」を開催しました。今年で8回目。泉田保

育所園児による「元気太鼓」、「とんと昔クラ

ブ」による民話語り、塩野民謡会の民謡、

泉田囃子若連の新庄まつり囃子、泉田小

6年児童による民話劇などが次 と々披露。

地元メンバーが多数在籍する「ちゃれんこ」

によるダンスもあり、地区での多彩な取り組

みをアピールしました。

キャリアアップフォーラム
男女共同参画社会について考える「わた

したちのキャリアアップフォーラム」が開催

されました。テーマは「自分の考えをまとめ、

人に伝える」こと。寸劇、講演のほか、受講

者から「まちの活性化」「高齢化社会」「子

育て環境の整備」など、身近な課題につ

いての解決策が提案されました。

冬に楽しいひとときを
SL庫フェスティバル実行委員会（会長／

矢口新庄駅長）が、厳しい冬にも楽しい

ひとときを過ごしてもらいたいとクリスマス

コンサートを開きました。サンタクロース姿

の実行委員からプレゼントもあり、多くの家

族連れが歌や踊り、幼稚園児の演奏、

ゲームなどを楽しみました。

▲人命救助で表彰された（右から）高橋悠哉くん、奥山未来さん、矢口和佳奈さん、佐藤涙くん（12月21日／新庄警察署）

▲活動の成果を披露した泉田フェスティバル（12月18日／市民プラザ）

▲障害者も健常者も手をつなごうと開催された
一歩2フェスタ（12月2、3日／ゆめりあ）

▲キャリアアップフォーラム
　（12月10日／市民プラザ）

▲新庄郵便局長から市に交通安全のぼり旗寄
贈（12月13日／市役所）

▲クリスマスコンサート（12月22日／ゆめりあ）
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▲都市計画道路・元屋敷金沢線「休場街道アンダー」が開通（12月28日／金沢地内）

▲「もがみの元気創出プロジェクト」を提案し合った山形大学主催の最上広域圏連携タウンミー
ティング（12月20日／ゆめりあ）

■あじさい表彰
澁谷道(大阪市)全国連句新庄大会の選者を務
めるなど市の文化振興に寄与、小野五郎(桜通
り東)選挙管理委員会委員長を務めるなど市
の発展に寄与、山科專太郎(赤坂)伊藤勝美(赤
坂)農業協力員を務めるなど市の発展に寄与、
阿部五兵衛(泉田) 消防団団長を務めるなど市
の発展に寄与
■あじさい奨励
平向岩雄（桜通り東）石田千與三（北町）金利
寛（城南町）市議会議員として地方自治の振興
に寄与
■あじさい感謝
庄司彰（仁田山）金子清彦（昭和）農業委員会
委員として地域農業の推進に尽力、佐藤正雄
（上金沢町）農業協力員として地域農業の推進
に尽力、荒木千晴（本町）鎌田ミヨ子（大手町）
長倉光子（末広町三区）安喰宣郎（上茶屋町）
佐藤司（東山町）尾上 子（新町）民生児童委
員として社会福祉の充実に尽力、青柳忠昭（万
場町）畠腹幸雄（土内）菅根隆一（関屋）元木啓
雄（若葉町）田中功（飛田）渡邊耕太郎（太田）
消防団分団長として災害防護の充実に尽力、
伊藤和弥（蛇塚）消防団団員として災害防護の
充実に尽力、井上ミツ（沼田町）学校薬剤師と
して学校保健の充実に尽力、最上川太鼓／地
域の活性化と青少年の健全育成に尽力、㈱ヨ
コタ東北／市の環境政策の推進に尽力、㈱郷
野目ストア／市の児童福祉の向上に寄与
■平成17年中に叙勲等の栄に浴された方々
【自治功労関係】亀井信夫（中山）全国市議会
議長会特別表彰、高山和男（福宮）新田道尋
（泉田）石田千與三（北町）金利寛（城南町）平
向岩雄（桜通り東）全国市議会議長会表彰、小
野五郎（桜通り東）総務大臣表彰（選挙管理委
員会）、伊藤和子（大町）総務大臣感謝状（新庄
市明るい選挙推進協議会）、八戸シケ子（鉄砲
町）山形県選挙管理委員会表彰（新庄市明る
い選挙推進協議会）
【市民・福祉功労関係】丹末三（梨ノ木）日本消
防協会長表彰（功績章・勤続章）消防庁長官表
彰（永年勤続功労章）、佐藤長治（松本）日本消
防協会長表彰（功績章）、亀井雅人（中山）星川
春樹（仁田山）日本消防協会長表彰（精績章）、
小田原健一（畑）日本消防協会長表彰（勤続
章）、平向岩雄（桜通り東）少年補導栄誉銀賞、
阿部五兵衛（泉田）防犯功労者表彰、伊藤愛子
（城西町）畠腹晴美（往還）交通安全功労者表

禮祷

てえたたを光栄

彰、小森一郎（鳥越）大友俊雄（沼田
町）老人福祉功労者山形県知事感謝
状、富田幸男（柏木原）防犯功労者表
彰、細矢壽一（万場町）旭日双光章、
加藤美子（萩野）鈴木敏正（下金沢
町）萩野由美子（城西町）橋見まき子
（梨ノ木）八鍬美津子（新町）社会福
祉事業功労者山形県知事表彰、 倉
金治（宮内町）援護事業功労者厚生
労働大臣表彰、松田慎一郎（荒小屋）
西村充（上西山）佐藤誠志（飛田）山
形県知事表彰（特別功労章）、樋渡昭
利（末広町二区）環境大臣表彰、新庄
市かもしかクラブ連合会／交通安全
功労者表彰、新庄市食生活改善推進
協議会／小さな親切実行章
【産業・経済功労関係】高橋誠一（土
内）山形県観光物産事業功労者表彰、
菅原富喜（堀端町）環境省自然環境
局長表彰、太田進（谷地小屋）緑十字
賞、渡辺繁五郎（住吉町）職業訓練功

高 

労感謝状、㈱ヨコタ東北／資源循環
技術システム表彰
【教育・文化功労関係】阿部文子（小
田島町）文部科学大臣賞、後藤信而
（太田）旭日双光章、村上藤男（末広
町）瑞宝双光章、落合晃（栄町）真壁
仁・野の文化賞、北辰小学校PTA／
全国優良PTA文部科学大臣表彰
■第18回全日本マーチングコンテスト
銅賞新庄北高
■第37回日展
【入選】日本画加藤美和（大手町）
■第60回県美展
【奨励賞】日本画加藤美和（大手町）
工芸叶内章二（円満寺町）
■農林水産統計情報業務協力者
農林水産大臣感謝状伊藤修一（柏木
山）叶内茂一（谷地小屋）古澤友一
（松枝）
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

　固定資産税の課税の基準日は1月
1日です。17年中に建物を新築・増
築・取り壊した方はご連絡ください。
― 償却資産の申告を忘れずに ―
　事業用償却資産の所有者は、地方
税法により、毎年1月1日現在の所有
状況を申告しなければなりません。
○申告書の提出期限 1月31日�
◎詳しくは、税務課資産税室へ。

�内線144

なんでも労働相談ダイヤル
○ 2 月8日�～1 2 日�午前9時～午後7時

（土・日曜日は午後6時まで）
○フリーダイヤル（無料） 0120-154-052

◎連合山形�023-625-0555

　

市
民
ス
キ
ー
大
会
の
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
。

▼
と
き 
2
月　

日
�
午
前
8
時

11

　

分
〜 
▼
と
こ
ろ 
市
民
ス
キ
ー

30場 
▼
ク
ラ
ス 
ジ
ュ
ニ
ア（
小
・
中
学

生
）、一
般
、シ
ニ
ア（　

歳
以
上
）

60

▼
参
加
費 
1
、0
0
0
円（
保
険

料
別
途
） 
▼
申
し
込
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参
加
費
を

添
え
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2
月
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日
�
ま
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市
体
育

館
ま
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市
民
ス
キ
ー
場
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�
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―

0
6
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民
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―
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と
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市
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▼
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近
野
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さ
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ン
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ラ
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ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

▼
参
加
費 
無
料 
▼
定
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各　

人
25

▼
申
し
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各
開
催
日
の
3
日

前
ま
で 

�
健
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康
推
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室
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内
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▼
と
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2
月
7
日
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時
〜
正

10
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▼
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ろ 
わ
く
わ
く
新
庄

▼
講
師 
木
ら
木
ら
星

▼
材
料
代 
1
、5
0
0
円

▼
定
員 　

名 
▼
申
し
込
み 
1
月

20

　

日
�
ま
で  

31�
わ
く
わ
く
新
庄  
��　
―

0
1
9
7

23

▼
対
象 
市
内
在
住
の
人（　

人
）

20

▼
と
き 
2
月
7
日
�
、　

日
�
い

14

ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ 
市
役
所
第
1
・
2
会
議

室 
▼
内
容 
多
世
代
家
族
の
生
活

設
計
と
く
ら
し
の
工
夫
、く
ら
し
に

身
近
な
税
金

▼
講
師 
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 
▼
参
加
費 
無
料

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で

31

（
当
日
参
加
も
可
） 

�
市
民
相
談
室 

��
内
線 
1
2
5

▼
対
象 
小
学
生

▼
と
き 
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
7

時　

分
〜
9
時

30
▼
と
こ
ろ 
市
武
道
館

▼
会
費 
月
2
、0
0
0
円
程
度

（
保
険
料
込
み
）

※
防
具
一
式
貸
し
ま
す
。  

�
東
山
錬
成
会
・
高
田

��　
―

5
9
9
2（
午
後
6
時
以
降
）

23

　

厳
し
い
冬
道
を
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
除
排
雪
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象 
ど
な
た
で
も

▼
と
き 
2
月
4
日
�
午
前
9
時

市
役
所
正
面
駐
車
場
集
合
〜　
11

時　

分 
▼
持
ち
物 
ス
コ
ッ
プ
、ス

30
ノ
ー
ダ
ン
プ
、防
寒
着

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で  

27

�
最
上
総
合
支
庁
企
画
振
興
課

��　
―

1
1
1
1

22

　

都
市
整
備
課 

��
内
線 
5
3
2

▼
対
象 　

歳
以
上
で
電
話
や
イ
ン

20

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
の
あ
る
人

▼
内
容 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、モ
ニ

タ
ー
会
議 
▼
任
期 
4
月
〜　

年
19

3
月 
▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�

16

〜
2
月　

日
�
、は
が
き
・
フ
ァ
ク

20

ス
で（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
応

募
の
動
機
・
モ
ニ
タ
ー
会
議
参
加
の

有
無
を
記
入
）

▼
あ
て
先 
〒
9
8
0
―

8
7
9
5

仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
―

2
―　
23

�
0
2
2
―

2
2
1
―

0
6
1
3 

�
東
北
総
合
通
信
局

��
0
2
2
―

2
2
1
―

0
6
2
8

　

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
ド
ー
ソ
ン
高
校

の
生
徒
と
教
師
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す

る
た
め
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間 
3
月　
19

日
�
〜　

日
��
▼
募
集
家
族
数 

23

　

家
族（
1
家
族
に
1
名
）

20▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で

24

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

�
県
国
際
交
流
協
会

��
0
2
3
―

6
4
7
―

2
5
6
0

募集

市
総
体
ス
キ
ー
競
技

（
ア
ル
ペ
ン
）

剣
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

最
上
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

「
か
む
て
ん
Ⅳ
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新庄雪まつりキャンドルナイト

お知らせ版、新庄まつり特集号○1月27日�まで○500円◎総務課職員広報室�内線230

手
づ
く
り
教
室

お
雛
様
リ
ー
ス

取り壊した建物はありませんか

○と   き 2月4日�午 前10時30分～正午
○ところ 市立図書館２階講座室
○内 容 おはなしでてこ～い、大型紙芝居、
絵巻絵本、パネルシアター、折り紙教室など
◎詳しくは、市立図書館へ。  �22-2189 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

知
る
ぽ
る
と
塾

連
続
講
座

総合型地域スポーツ
クラブが誕生します

○と  き 1月29日�
 午前9時30分～午後6時
○内容 旬野菜、花、農産物の販売
※先着200人に節分の豆をプレゼントします 。
◎詳しくは、産直まゆの郷�23-5007、
農林課バイオマス推進室�内線267へ。

「産直まゆの郷」 ���������

健
康
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー

こどもふゆのつどい

○と   き 2月18日�午後1時30分～
○ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
○内 容 総会、太極拳・エアロビクスの実演
　スポーツクラブの愛称を募集します　
○申し込み  2月10�まではがき・ファクスで
（愛称名と理由、住所、氏名、年齢、電話番
号を記入）  ○あて先  〒996-0002 新庄市
金沢3072-2、市体育館
※愛称は設立総会で発表します。
◎詳しくは、生涯スポーツ課へ。  

�22-0681 �22-0691

～小さな 灯火 を集めて大きな感動を！～
ともしび

　家の前にアイスキャンドルやろうそくを灯し
て、冬の幻想的な光景を子どもたちの記憶
に残してあげましょう。賛同してくださる方はご
連絡ください。作り方をアドバイスします。
◎詳しくは、新庄青年会議所・菊地へ。  �22-6855
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お・知1 月の
　

新
庄
ま
つ
り
2
5
0
年
祭
で
使

用
し
た
の
ぼ
り　

枚
と
バ
ー
ナ
ー　

30

15

枚
を
無
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。原

則
1
人
1
枚
で
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み 
1
月　

日
�
ま
で 

31

�
商
工
観
光
課
ま
つ
り
物
産
交
流
室

��
内
線 
2
5
1
・
2
5
2

　

新
年
度
入
学
予
定
の
幼
児
を
対

象
に
一
日
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
各
小
学
校
か
ら
事
前
に
連

絡
し
ま
す
。

▼
と
き 
2
月
8
日
� 

�
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

��
内
線 
4
4
7

　

い
ず
れ
も
、
所
得
税
や
市
・
県
民

税
の
申
告
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

満　

歳
以
上
の
介
護
保
険
の
認

65

定
を
受
け
て
い
る
人
で
、障
害
者
に

準
ず
る
程
度
の
方
に
、申
請
に
よ
り
、

介
護
認
定
資
料
の
一
部
の
内
容
に

基
づ
い
た
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
を
交
付
し
ま
す
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確
認
書

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
で
、昨
年
ま
で
お
む
つ
代
の
医

療
費
控
除
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、

お
む
つ
使
用
の
状
態
が
継
続
し
て
い

る
場
合
、申
請
に
よ
り
、介
護
認
定

内
容
の
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、初
め
て
こ
の
医
療
費
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。  

�
福
祉
事
務
所
高
齢
障
害
支
援
室

��
内
線 
5
5
2
・
5
5
3

▼
受
付
期
間 
2
月
1
日
�
〜　
14

日
��
▼
受
付
場
所 
福
祉
事
務
所

児
童
支
援
室

▼
提
出
書
類

新
規
登
録
者
／
①
登
録
参
加
申

込
書
②
代
表
者
身
分
証
明
書

（
写
）、法
人
の
場
合
は
登
記
簿
謄

本
③　

年
度
納
税
証
明
書
④
印

17

鑑
証
明
書
、現
在
登
録
者
／
①
登

録
参
加
申
込
書
②　

年
度
納
税

17

証
明
書　
 

�
福
祉
事
務
所
児
童
支
援
室

��
内
線 
5
4
7

　40歳以上の人には検診申込書を区
長を通し配布しています。1月26日�まで
区長または健康課に提出してください。40
歳未満の人は、回覧文書をご覧ください。
○18年度検診対象 【40歳以上】基本
健診、胃がん検診、大腸がん検診、肺
がん検診、人間ドック 【40歳以上の偶
数年齢】乳がん検診 【20歳以上の偶
数年齢】子宮がん検診 【50歳以上の
偶数年齢】前立腺がん検診 【65歳以
上】結核検診 【18年度中に40・50・60・
70歳になる人】歯周疾患検診
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。

�内線513～516

18年度の健康診査

　17年12月から次の業種の1時間あたり
の最低賃金が改正されました。
◎詳しくは、新庄労働基準監督署へ。 �22-0227 

 

　3月15日までの申告期間中は、担当職員
（申告資料も）が申告会場に行くため市役所

での申告相談はできません。どうぞご協力願

います。

�会場  市民文化会館小ホール

�受付時間  午前9時～午後3時

 1日� 東山町、三吉町、三吉新町、末広町、

南末広町、本宮町、拓生、大谷地

 2日��日の出町、野際町、玉の木町、玉の

木新町、梨ノ木、仁間、福田

 3日��松枝、松本、新松本、幸町

 6日� 鉄砲町、金沢新町、上金沢町、下金

沢町、金沢1～7

 7日��鳥越、駒場、二ツ屋、稲崎、休場、市

野々

 8日��柏木山、角沢、松本団地、清水、芦沢

 9日��泉田1～5、泉田駅前

10日��二枚橋、仁田山1・2、往還、往還新

町、横根山、横根山東

13日� 桜通り東・西、旭通り、柏木原、赤坂

14日��萩野1～4、土内

15日��吉沢、黒沢

16日��昭和1～5、塩野、宮野、福宮、長坂

17日��本合海1～8、畑

20日� 升形上1・2、升形下1・2、升形3～5、

前波

21日��下西山、谷地小屋、あたご町

22日��小田島町、小桧室団地、桧町

23日��関屋、大福田、城西町、城南町

24日��中川原、野中、泉ケ丘、若葉町、多

門町

27日� 新田、飛田、庚申、蛇塚、上野、大町、

下田町 

28日��梅ヶ崎、一本柳、中山、本町、堀端町

◎3月の日程については、後日掲載します。

詳しくは、税務課課税室へ。  �内線142・143

　 
 

～憲法制定60周年・民事法律
扶助法施行5周年記念～

�と    き 2月8日�午前10時～午後3時

�ところ 市役所東庁舎2階会議室

�応 対 山形県弁護士会

◎詳しくは、市民相談室へ。  �内線125

2月の市・県民税申告相談

無料出張法律相談会

相談

佐藤廣・小林千津合作書画展
～書成会千津支部「第3回書初め展」同時開催～

○1月27日�～30日�午前9時～午後5時
○ゆめりあ花と緑の交流広場
◎事務局・渡辺�32-3666

「17年版広報しんじょう」を製本します ○17年中に発行した広報しんじょう、

税
の
障
害
者
控
除
と

お
む
つ
代
医
療
費
控
除

新
庄
ま
つ
り
2
5
0
年
祭
の

思
い
出
に

産業別最低賃金の改正

お知らせ

小
学
校
一
日
体
験
入
学

　

年
度
保
育
所
・
神
室
荘

18給
食
材
料
納
入
希
望
者
の
登
録

694円電気機械器具等製造業
709円一般産業用機械・装置等製造
710円自動車・同附属品製造業
712円自動車整備業

　老齢基礎年金の受給額は、納めた
月数（最大480月）により決まりますので、
毎月納期限まで忘れずに納めましょう。
　なお、未納や未加入期間があるため
年金を受給できない場合や、受給手続
きをしていない人で納付月数が480月
未満のため満額受給できない場合は、
60歳から国民年金に任意加入して保
険料を納めることで、受給資格が得られ
る場合や満額の年金を受け取れる場合
があります。
◎詳しくは、新庄社会保険事務所
�22-2050、市民課国民年金室�内
線134へ。

国民年金の任意加入制度
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シリーズ教育――Part.8

中
に
あ
っ
て
は
、子
ど
も
の
心
の
安
定
と

望
ま
し
い
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
も

大
き
な
課
題
で
す
。

　

ほ
か
に
も
山
積
み
さ
れ
た
多
く
の
教

育
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、各
学
校
の

創
意
あ
る
取
り
組
み
に
対
す
る
期
待
は

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　

こ
う
し
た
多
く
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
、各
学
校
で
は
、市
の
長
期
教
育
プ
ラ

ン
を
指
針
に
し
な
が
ら
具
体
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。学
校
長
を

中
心
に
し
た
、子
ど
も
た
ち
の
実
態
や

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
の
創
出
で
す
。

　

重
点
と
な
る
取
り
組
み
内
容
や
課
題

解
決
へ
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
な

ど
に
、各
校
の
創
意
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、教

育
課
題
の
解
決
へ
向
け
、教
職
員
が
一

丸
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

い
ま
、学
校
は
・・・

　

全
国
的
に
、子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
伝
え
ら
れ
る
中

で
、学
校
現
場
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

増
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、何
よ
り
も
、ど
う
し
た
ら
子
ど

も
の「
命
」と「
安
全
」を
守
れ
る
の
か
を

意
識
し
た
学
校
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
へ
の
指
導
の
み
な

ら
ず
、家
庭
・
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
通
し
て
、総
合
的
に
子
ど
も
の
安

全
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
力
」に
つ
い
て
も
、社
会
全

体
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、学
力
観

が
多
様
化
す
る
な
ど
、明
確
な
方
向
性

が
な
か
な
か
見
え
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。各
学
校
で
は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
な
が

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
の

　

手
を
た
ず
さ
え
て

　

ま
た
、各
学
校
の
取
り
組
み
が
成
果

を
上
げ
る
た
め
に
は
、地
域
・
家
庭
の
理

解
と
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、本
シ
リ
ー
ズ
が
、各

校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
、そ
れ
を

支
え
る
教
職
員
の
姿
に
つ
い
て
、広
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
い
の
ち
輝
く
新
庄
も
み
の
木
教
育

プ
ラ
ン　

」の
具
現
化
へ
向
け
、学
校
と

21

地
域
・
家
庭
が
、し
っ
か
り
と
手
を
携
え

な
が
ら
、土
台
と
な
る
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。未
来
の
新
庄

市
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
。

（
市
教
育
委
員
会
）

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
創
出
」

 
昨
年
策
定
し
た「
い
の
ち
輝
く
新
庄  
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」は
、

21

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い
く
指
針
で
す
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
教
育
パ
ー
ト
8
と
し
て
、こ
の
教
育
プ
ラ
ン
が
学
校
現
場
で

ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
く
の
か
、そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

～学びのまち、ふれあいのまち、夢はぐくむまち「新庄」の教育～

栄
光
をた

た
え
て

不審者対応訓練（12月14日／新庄小）

■
第　

回
最
上
学
童
展

57

特
別
賞

【
小
学
生
／
平
面
】三
嶋
竜
也（
泉
田
）早

坂
郁
人（
新
庄
）矢
口
亜
妃
乃（
沼
田
）井

上
優
美
子（
沼
田
）三
原
眞
優（
北
辰
）遠

藤
典
真（
北
辰
）斎
藤
健
一（
本
合
海
）

【
小
学
生
／
立
体
】庄
司
拓
夢（
日
新
）

【
中
学
生
／
平
面
】細
谷
斗
志
貴（
日
新
）

【
中
学
生
／
立
体
】三
原
美
咲（
八
向
）

奨
励
賞

【
小
学
生
／
平
面
】石
井
奈
々
子（
昭
和
）

佐
藤
玄
基（
新
庄
）早
坂
心
大（
新
庄
）大

泉
さ
ゆ
り（
新
庄
）井
形
寛
輝（
新
庄
）海

老
名
裕
美（
新
庄
）三
浦
元
広（
角
沢
）佐

藤
果
歩（
日
新
）井
上
直
道（
沼
田
）渡
辺

大
地（
北
辰
）佐
藤
凌（
北
辰
）海
藤
智
宏

（
本
合
海
）武
田
栞（
新
庄
養
護
）【
小
学

生
／
立
体
】金
子
伸（
昭
和
）富
田
雄
希

（
新
庄
）阿
部
竜
生（
日
新
）【
中
学
生
／

平
面
】末
吉
愛
美（
新
庄
）沼
澤
美
成（
日

新
）齋
藤
梨
沙（
萩
野
）須
田
恵
里
子（
八

向
）八
鍬
皇
裕（
八
向
）斎
藤
麻
美（
八

向
）阿
部
唯（
明
倫
）皆
川
永
吉（
明
倫
）

広
橋
貴
文（
新
庄
養
護
）

佳　

作

【
小
学
生
／
平
面
】五
十
嵐
拓
真（
泉
田
）

東
海
林
美
香（
泉
田
）伊
藤
満
里
奈（
昭

和
）川
崎
春
樹（
昭
和
）末
吉
京
之
介（
新

庄
）高
橋
あ
か
ね（
新
庄
）佐
藤
愛（
新

庄
）笹
彩
音（
新
庄
）山
科
龍
矢（
新
庄
）

結
城
拳（
新
庄
）小
野
茜（
角
沢
）瀧
本
は
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～ 

た
」「
車
い
す
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の

が
遅
く
な
っ
て
切
符
売
り
場
に
ぶ
つ
か

っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、大
変
さ
を

実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

　

国
の
担
当
者
は
、「
今
回
の
体
験
で

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
育
ん
で
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

体の不自由さを体験
～バリアフリー教室～

�もみのき山のお正月  ..........渡辺　有一
�おーぼーぬーとちぃぼーぬー  ...富樫　義博
�まんげつのよるに  ...............あべ　弘士
�ありがとうへんてこライオン  ...長　　新太
�どうぶつ温泉  .............みやざきひろかず
�梟首の島（上・下）  ............坂東真砂子
�津波  ................................高嶋　哲夫
�シャネル  ...........................藤本  ひとみ
�リベンジは頭脳で  ...シドニイ・シェルダン
�サスツルギの亡霊  ............神山　裕右
�蒼火  ................................北　　重人
�人は見た目が9割  .............竹内　一郎
�蝶舞う館  ..........................船戸　与一
�凍  ...................................沢木耕太郎
�ひと日を重ねて ―紀宮さま御歌とお言
葉集―  ............................紀宮　清子

�火の神（ひのかみ）（上・下）  ...竹山　　洋
�こまった人  ........................養老　孟司
�大奥  ................................鈴木由紀子
� 3歳で 、ぼくは路上に捨てられた  ..ティム・ゲナール
�角  ...................................ヒキタ クニオ
�食べる薬の事典 ― 台所は家庭の薬箱 ―  鈴木　　昶
�セイちゃん 2  .....................大田垣晴子
�息子たちと私 ― 子供あっての親 ―  ...石原慎太郎
�ぼくとひかりと園庭で  .........石田　衣良
�死に方、六輔の。  ...............永　　六輔
�春秋名臣列伝  .................宮城谷昌光
�戦国名臣列伝  .................宮城谷昌光
�追跡！「佐世保小女児同級生殺害事件」  草薙　厚子
�十面埋伏（上・下）  ............張　　　平
�意味がなければスイングはない  ...村上　春樹
�生協の白石さん  ................白石　昌則

『旅の途中  ― 巡り合った人々 ―』
筑紫 哲也  著

●開館時間�午前10時～午後6時
●休 館 日�毎週月曜日、祝日、年末年始

　

身
体
障
害
者
や
高
齢
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
た
め
、公
共
施
設
な
ど
で

は
障
害
物
を
な
く
す
と
い
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、国
な
ど
の
主
催
で
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
、障
害
者
や
高

齢
者
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
目
的
に「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。角
沢
小
学
校
と

昭
和
小
学
校
の
三
･
四
年
生
が
、新

庄
駅
で
障
害
者
・
高
齢
者
の
疑
似
体
験

と
そ
の
介
助
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、障
害
者
の
方
か
ら「
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
身
体
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
心
な
い
健
常
者
が
車
を
止
め
て

い
ま
す
。お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
に
車
を

止
め
な
い
よ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
指
一
本
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
で
き
ま

す
。障
害
者
が
エ
レ
ベ
ー
タ
の
前
で
困
っ

て
い
た
ら
指
一
本
差
し
伸
べ
て
、言
葉

を
か
け
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、駅
構
内
で
二
人
一
組
で
障

害
者
・
高
齢
者
と
介
助
者
役
に
分
か

れ
、車
い
す
体
験
、重
り

を
入
れ
た
ス
ー
ツ
で
の

高
齢
者
疑
似
体
験
、目

隠
し
で
の
階
段
の
上
り

下
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
目
隠

し
し
て
階
段
を
上
り
下

り
す
る
と
き
怖
か
っ
た
」

「
お
年
寄
り
体
験
で
は

体
が
重
く
て
大
変
だ
っ

　「NEWS 23」のメーンキャスターであ
る著者が、1959年朝日新聞社に入
社した日より今日まで出会った、岡
本太郎、三木武夫、美空ひばりな
ど心に残る著名人との出会いを綴った。

　今年のNHK大河ドラマは｢内助の功｣の代
名詞ともいうべき山之内一豊の妻・千代の物
語です。もし、北条政子が、春日局が存在しな
かったら後の世は全く違ったものになっていた
かもしれず、それらを想像しながらの読書もまた
楽しいことと思います。今月は、歴史の流れの
中、華 し々く生きぬいた女性たちがテーマです。

● 今月のテーマ展示 ●

「歴史を動かした女性達」

新着図書

今月のおすすめ

な（
日
新
）伊
藤
伸
隆（
日
新
）浅
沼
優
輔

（
日
新
）三
上
陽
輝（
沼
田
）伊
藤
和
歌
子

（
沼
田
）佐
藤
賢
人（
沼
田
）阿
部
篤（
沼

田
）山
科
柚
月（
北
辰
）山
科
倫
平（
北

辰
）八
鍬
徹
弥（
升
形
）加
藤
岳
晴（
本
合

海
）小
林
祐
大（
新
庄
養
護
）【
小
学
生
／

立
体
】山
科
麗（
泉
田
）海
藤
大
志（
泉

田
）上
嶋
あ
か
り（
新
庄
）渡
邊
響
介（
新

庄
）長
南
祥
輝（
新
庄
）村
上
大
宙（
新

庄
）海
藤
駿（
日
新
）小
野
貴
佳（
日
新
）

中
鉢
吹
雪（
沼
田
）相
澤
優
介（
沼
田
）笹

原
俊
哉（
北
辰
）仙
台
充
功（
本
合
海
）小

野
正
仁（
新
庄
養
護
）【
中
学
生
／
平
面
】

阿
部
千
里（
新
庄
）中
村
澪
奈（
日
新
）山

科
友
理
恵（
日
新
）大
木
千
絵（
日
新
）志

田
あ
ゆ
み（
日
新
）片
桐
健
弥（
萩
野
）東

海
林
吹
雪（
萩
野
）松
田
幸
子（
八
向
）

【
中
学
生
／
立
体
】矢
作
美
季（
新
庄
）佐

藤
里
穂（
八
向
）

バリアフリー教室（11月30日／新庄駅）
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見・所・探・訪

市民スキー場
～体験農園「杢蔵アグリパーク」～

新年の夢を語り、今年一年を飛躍の年にしようと開かれた
新春市民の集い。コーラスグループ「コールあじさい」の
リードで市民歌を斉唱。市長あいさつ、功労者表彰、来
賓祝辞に続き、国分円さん（新庄小）と小林穂薫さん（沼
田小）が空手演武を披露。新年の抱負を新たにしました。

新年を
飛躍の年に
～新春市民の集い～

���月末現在の新庄人
40, 927人 （41, 329人 ）

21, 295人 （21, 513人 ）女

19, 632人（19, 816人 ）男

13, 455世帯（13, 509世帯）世帯数

11月の異動

32人（19, 837人）出　生

44人（19, 820人）死　亡

52人（19, 892人）転　入

78人（19, 111人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

5シーズン目を迎えた市民スキー場。美しい木立に囲まれ、リ
フトで上っていくと市内が一望でき、晴れた日には遠くに鳥海
山も眺められる。休日には、スキー・スノーボードを楽しむ人や、
そり遊びの親子連れでにぎわい、2月には市総体スキー競技
も開かれる。4月から11月までは、場内の体験農園では野菜・
山菜などの栽培・収穫体験が、「杢蔵四季の家」ではそば打ち
やみそ作り体験が楽しめる。四季折々に花でいっぱいになる
園内は、市民の交流と憩いの場となっている。

表　　紙
の

写　　真

　

小
正
月
の
十
五
日
、こ
ど
も

た
ち
の
待
ち
こ
が
れ
た
お
さ
い

ど（
お
柴
燈
）の
日
だ
。

　

が
き
大
将
が
中
心
に
な
っ
て
、

他
の
町
内
か
ら
ま
で
も
ら
い
集

め
て
貯
え
て
い
た
、炭
俵
や
亜

炭（
た
ん
こ
）俵
な
ど
を
、こ
の

日
午
後
か
ら
た
ん
ぼ
に
持
ち
出

す
。大
き
な
山
を
つ
く
り
、門
松

も
周
り
に
差
す
。

　

夕
方
、点
火
の
時
間
を
町
内

に
知
ら
せ
、集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

火
を
つ
け
る
。火
は
火
を
呼
ん

で
、　   

々
え
ん   

と
燃
え
盛
る
と
、「
お

え
ん

さ
い
と
の
こ
ゆ
ま
ー
」と
連
呼
し
て
喜
ぶ
。

　

大
人
は
、こ
の
火
で
煙
草
を 
呑 
む
と
、歯
痛
み
し
な
い
と
い
わ
れ
た
。こ
ど

の

も
は
書
き
初
め
を
燃
や
し
、高
く
昇
る
ほ
ど
上
達
す
る
と
い
っ
て
占
う
。　

郊
外
に
出
る
と
、街
の
裏
側
に
方
々
で
お
さ
い
ど
が
見
え
、壮
観
で
あ
っ
た
。

　

お
さ
い
ど
の
火
も
お
さ
ま
り
、宿
に
な
っ
て
い
る
子
の
家
に
集
ま
る
。ご
祝

儀
で
も
ら
っ
た
お
金
で
、菓
子
な
ど
を
買
っ
て
分
け
あ
い
、な
ぞ
か
け
、針
子

せ
ん
べ
い
取
り
、 腕  
角  
力 
な
ど
を
し
て
あ
そ
ぶ
。

う
で 

ず 

も
う

　

九
時 
頃 
に
解
散
し
て
、家
に
帰
る
。十
五
日
の
月
は
、か
く
べ
つ
き
れ
い
に

ご
ろ

見
え
る
。楽
し
い
正
月
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

絵
＝
三
条
正
美
、文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

お
さ
い
ど

�
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